
 

令和元年度在宅緩和ケアに関する社会資源調査の概要 

 

１ 対 象 機 関 

 １）在宅療養支援診療所等 513 機関 

   下記の条件で抽出した在宅療養支援診療所（370 機関）及び 24 時間対応

の診療所（143 機関）。 

【抽出条件】 

① 在宅療養支援診療所 370 機関 

厚生局「届出受理医療機関名簿」（令和元年５月 1日現在）より在宅療養支援病

院を抽出 

② 24 時間対応診療所 143 機関 

○ ちば医療なび＞目的別検索＞在宅医療＞往診（24時間対応）機関のうち、休

業中、病院、在宅療養支援診療所を除外 37 機関 

○ ちば医療なび＞目的別検索＞在宅医療＞在宅ターミナルケアの対応機関のう

ち、休業中、病院、在宅療養支援診療所、往診（24 時間対応）機関を除外 

106 機関 

 

（参考）各機関の調査数等の経年比較 

年度 
在宅療養 

支援診療所数 

24 時間対応 

診療所数 

調査

数計 

看取り施設数

／回答数 
看取り割合 

H26   533 108／190 56.9％ 

H27 314 169 483 153／282 54.3％ 

H28 330 161 491 155／284 54.6％ 

H29 327 157 485 185／344 53.8％ 

H30 334 150 484 189／325 58.2％ 

R1 370 143 513 174／302 57.6％ 

   

２）200 床未満のがん対応病院及び在宅療養支援病院 110 機関  

 【抽出条件】 

① 200 床未満のがん対応病院 71 機関   

千葉県保健医療計画に掲載されている「がんの循環型地域医療連携システム」

関係機関一覧＞各種がん対応医療機関＞在宅療養支援病院を除く、200 床未満の

病院（千葉県医療機関名簿より病床数確認）を抽出 

② 在宅療養支援病院 39 機関 

厚生局「届出受理医療機関名簿」（令和元年５月 1日現在）より在宅療養支援病

院を抽出 

 

資料１－１ 



 

３）訪問看護事業所  390 機関 

令和元年９月１日に現存する訪問看護事業所を調査 

データ提供元：高齢者福祉課介護事業者指導班 

（参考）訪問看護事業所調査数の経年比較 

年度 事業所数 

H26 ２２２ 

H27 ２８８ 

H28 ３０５ 

H29 ３５８ 

H30 ３５５ 

R1 ３９０ 

 

２ 方 法 

 郵送で調査票(別添)を送付し、FAX で回答 

 

３ 期 間 

 診療所・病院：令和元年７月１日から令和元年７月３１日まで 

 

 訪問看護事業所：令和元年９月２０日から令和元年１０月１５日まで 



 

FAX 番号 043-225-0322  千葉県健康づくり支援課 がん対策班 行 

（回答期限 令和元年７月31 日（水）まで） 

 

在宅緩和ケアに関する社会資源調査票 

以下の調査票について、記入をお願いします。 

＊ Ⅱ がん患者の対応が「対応可能」または「場合によっては対応可能」と回答し、かつⅢ ちばがんなび等への公表に

ついて「可」とした施設は、がん患者の対応ができる施設として公表させていただきます。 
＊ Ⅲ「部分公表可」とし、公表できない項目番号を記載された場合、その項目は空欄で示します。 
 
＜必須回答＞ 

Ⅰ 医療機関名  

Ⅱ がん患者の対応 １ 対応可能 ・ ２ 場合によって対応可能 ・ ３ 対応できない 

Ⅲ ちばがんなび等の公表 

 

１ 可 ・ ２ 部分公表可（公表できない項目        ） ・ ３ 不可 

「部分公表可」または「不可」の場合、医療福祉関係者への公表 １ 可 ・２ 不可 

 
上記Ⅱで、「対応可」、「場合によって対応可能」と回答した場合は、以下もご記入をお願いします。 

①所在地 〒 

②電話番号  F A X 番 号  

③ホームページ  

④診療科目  

 

⑤在宅療養支援病院の 
届出 

あり  ・  なし 

⑥入院対応可能ながん 

○：対応可能 
肺がん 肝がん 胃がん 大腸がん 乳がん 子宮がん その他 

       

⑦WHO式がん疼痛治療法 実施している ・ 実施していない 

⑧がん患者の在宅看取り 原則対応 ・ 場合によって対応 ・ 原則入院施設を紹介 

⑨対応可能な医療行為 
 

○：実施実績あり 

△：要望に応じて実施可 

×：困難 

いずれかを記入 

がん患者の 

訪問診療及び往診 

在宅酸素療法 在宅中心静脈栄養 在宅成分栄養 

経管栄養法 

    

持続皮下注射 膀胱留置カテーテル 胃ろう 麻薬を用いた疼痛管理 

    

⑩緩和ケアの提供体制 緩和ケア病棟（病床） 設置している（      床） ・ 設置していない 

緩和ケア診療  実施している  ・  実施していない 

緩和ケア外来  設置している  ・  設置していない 

 
２枚目もご回答をお願いします。 

 

 
病 院 

１／２ 
（送付票不要） 



 
以下の内容は公表しません。 

⑪H30.1.1～12.31 に 

往診もしくは訪問診療

を実施していた患者の

うち、「死亡診断書」を

書いた枚数 

（１）総数 （     ）人 

（２）上記（１）のうち、がん患者の総数 （     ）人 

（３）上記（２）のうち、患者宅で看取ったがん患者数 （     ）人 

（４）上記（２）のうち、患者宅以外の場所で看取ったがん患者数 （     ）人 

⑫貴施設従業者の 

「緩和ケア研修会＊」

受講状況 

（H31.3.31 現在） 

 
＊「がん等の診療に携わる医

師等に対する緩和ケア研修

会の開催指針について」（平

成 29 年 12 月１日付け健発

1201 第２号厚生労働省健康

局長通知）に基づく研修会 

 

注）1 受講修了者がいない

職種については、従業者数及

び受講修了者数を記載する

必要はありません。 

注）２ 看護師、薬剤師以外

の職種はすべて「その他」に

計上してください。また、准

看護師は看護師に計上して

ください。 

（１）医師・歯科医師の受講修了者状況 

ア 受講あり： 

 がん等の診療

に携わる人数 
受講修了者数 

総数 常勤 非常勤 

医 師 人 人 人 人 

歯 科 医 師 人 人 人 人 

イ 受講なし 

（２）医師・歯科医師以外の受講修了者状況 

  ア 受講あり：  

 緩和ケアに 

従事する 

医療従事者数 

受講修了者数 

総数 常勤 非常勤 

看 護 師 人 人 人 人 

薬 剤 師 人 人 人 人 

そ の 他 人 人 人 人 

イ 受講なし 

⑬貴施設看護師の 

「ELNEC-J＊コアカリ

キュラム看護師教育

プログラム」受講状況 

（H31.3.31 現在） 
 
＊The End-of-Life Nursing 

Education consortium-Japan 

ア 受講あり：  

 従業者数 受講修了者数 

 総数 常勤 非常勤 

看 護 師 人 人 人 人 

イ 受講なし 

ご協力ありがとうございました。 
 
 
 
 
 

２／２ 

がんの症状や治療、医療機関、緩和ケア提供施設、セカンドオピニオン実施施設、

がんの相談窓口、生活を支える制度、就労支援情報などの情報を掲載 

各種がんの解説や用語、予防・検診情報、「千葉県がん対策推進条例」や「千葉県

がん対策推進計画」などの取組を掲載 

緩和ケア研修や国立がん研究センターが実施する研修、学会認定施設

などの情報を掲載 

がん患者の方と家族向け、一般の方向け、医療従事者向けに、がんに関する知識や、県内の医療機関情報、研修などを紹介しています。 

千葉県がん情報「ちばがんなび」 



 

FAX 番号 043-225-0322  千葉県健康づくり支援課 がん対策班 行 

（回答期限 令和元年７月31 日（水）まで） 

在宅緩和ケアに関する社会資源調査票 

以下の調査票について、記入をお願いします。 

＊ Ⅱ がん患者の対応が「対応可能」または「場合によっては対応可能」と回答し、かつⅢ ちばがんなび等への公表に

ついて「可」とした施設は、がん患者の対応ができる施設として公表させていただきます。 
＊ Ⅲ「部分公表可」とし、公表できない項目番号を記載された場合、その項目は空欄で示します。 
 
＜必須回答＞ 

Ⅰ 医療機関名  

Ⅱ がん患者の対応 １ 対応可能 ・ ２ 場合によって対応可能 ・ ３ 対応できない 

Ⅲ ちばがんなび等の公表 

 

１ 可 ・ ２ 部分公表可（公表できない項目        ） ・ ３ 不可 

「部分公表可」または「不可」の場合、医療福祉関係者への公表 １ 可 ・２ 不可 

 
上記Ⅱで、「対応可」、「場合によって対応可能」と回答した場合は、以下もご記入をお願いします。 

①所在地 〒 

②電話番号  F A X 番 号  

③ホームページ  

④診療科目  

 

⑤病床数  有床（    ）床 ・ 無 

⑥訪問対応地域  

⑦在宅療養支援診療所
の届出 

あり  ・  なし 

⑧24 時間対応 電話対応 あり  ・  なし 訪問対応 あり  ・  なし 

⑨WHO式がん疼痛治療法 実施している ・ 実施していない 

⑩がん患者の在宅看取り 原則対応 ・ 場合によって対応 ・ 原則入院施設を紹介 

⑪対応可能な医療行為 
 

○：実施実績あり 

△：要望に応じて実施可 

×：困難 

いずれかを記入 

がん患者の 
訪問診療及び往診 

在宅酸素療法 在宅中心静脈栄養 在宅成分栄養 

経管栄養法 

    

持続皮下注射 膀胱留置カテーテル 胃ろう 麻薬を用いた疼痛管理 

    

 
 

２枚目もご回答をお願いします。 
 
 
 
 
 

 
診 療 所 

１／２ 

（送付票不要） 



 
以下の内容は公表しません。 

⑫H30.1.1～12.31 に 

往診もしくは訪問診療

を実施していた患者の

うち、「死亡診断書」を

書いた枚数 

（１）総数 （     ）人 

（２）上記（１）のうち、がん患者の総数 （     ）人 

（３）上記（２）のうち、患者宅で看取ったがん患者数 （     ）人 

（４）上記（２）のうち、患者宅以外の場所で看取ったがん患者数 （     ）人 

⑬貴施設従業者の 

「緩和ケア研修会＊」

受講状況 

（H31.3.31 現在） 

 
＊「がん等の診療に携わる医

師等に対する緩和ケア研修

会の開催指針について」（平

成 29 年 12 月１日付け健発

1201 第２号厚生労働省健康

局長通知）に基づく研修会 

 

注）1 受講修了者がいない

職種については、従業者数及

び受講修了者数を記載する

必要はありません。 

注）２ 看護師、薬剤師以外

の職種はすべて「その他」に

計上してください。また、准

看護師は看護師に計上して

ください。 

（１）医師・歯科医師の受講修了者状況 

ア 受講あり： 

 がん等の診療

に携わる人数 
受講修了者数 

総数 常勤 非常勤 

医 師 人 人 人 人 

歯 科 医 師 人 人 人 人 

イ 受講なし 

（２）医師・歯科医師以外の受講修了者状況 

  ア 受講あり：  

 緩和ケアに 

従事する 

医療従事者数 

受講修了者数 

総数 常勤 非常勤 

看 護 師 人 人 人 人 

薬 剤 師 人 人 人 人 

そ の 他     

イ 受講なし 

⑭貴施設看護師の 

「ELNEC-J＊コアカリ

キュラム看護師教育

プログラム」受講状況 
（H31.3.31 現在） 
 
＊The End-of-Life Nursing 

Education consortium-Japan 

ア 受講あり：  

 従業者数 受講修了者数 

 総数 常勤 非常勤 

看 護 師 人 人 人 人 

イ 受講なし 

ご協力ありがとうございました。 
 
 
 
 

２／２ 

千葉県がん情報「ちばがんなび」 

がんの症状や治療、医療機関、緩和ケア提供施設、セカンドオピニオン実施施設、

がんの相談窓口、生活を支える制度、就労支援情報などの情報を掲載 

各種がんの解説や用語、予防・検診情報、「千葉県がん対策推進条例」や「千葉県

がん対策推進計画」などの取組を掲載 

緩和ケア研修や国立がん研究センターが実施する研修、学会認定施設

などの情報を掲載 

がん患者の方と家族向け、一般の方向け、医療従事者向けに、がんに関する知識や、県内の医療機関情報、研修などを紹介しています。 



FAX 番号 043-225-0322  千葉県健康づくり支援課 がん対策班 行 

在宅緩和ケアに関する社会資源調査票 

以下の調査票について、記入をお願いします。 

＊ Ⅱ がん患者の対応が「対応可能」または「場合によっては対応可能」と回答し、かつⅢ ちばがんなび等への公表に

ついて「可」とした施設は、がん患者の対応ができる施設として公表させていただきます。 
＊ Ⅲ「部分公表可」とし、公表できない項目番号を記載された場合、その項目は空欄で示します。 
＜必須回答＞ 

Ⅰ 事業所名  

Ⅱ がん患者の対応 １ 対応可能 ・ ２ 場合によって対応可能 ・ ３ 対応できない 

Ⅲ ちばがんなび等の

公表 

１ 可 ・ ２ 部分公表可（公表できない項目        ） ・ ３ 不可 

「部分公表可」または「不可」の場合、医療福祉関係者への公表 １ 可 ・２ 不可 

Ⅱで、「対応可」、「場合によって対応可能」と回答した場合は、Ⅳ、Ⅴのご記入をお願いします。「対応できない」と回答

した場合は、Ⅴのご記入をお願いします。 
 

Ⅳ がん患者の対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 

①所在地 〒 

②電話番号  FAX 番号  

③ホームページ  

④訪問対応地域  

⑤24 時間対応 

＊加算の届け出とは関係

なく回答ください 

電話対応 あり ・ なし 

訪問対応 あり ・ なし 

⑥がん患者の在宅看取り 原則対応する  ・  場合によって対応する  ・  原則入院施設を紹介する 

⑦緩和ケアの提供 実施している  ・  実施していない 

⑧併設事業 病院・診療所 ・ 居宅介護支援事業 ・ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

小規模多機能型居宅介護 ・ 看護小規模多機能型居宅介護 ・ その他（        ） 

⑨対応可能なケア 

 

○：実施実績あり 

△：要望に応じて実施可 

×：困難 

いずれかを記入ください 

がん患者の訪問看護 終末期ケア 麻薬を用いた疼痛管理 皮下埋込型中心静脈ポート 

    

在宅酸素療法 持続皮下注射 膀胱留置カテーテル 腎ろう・膀胱ろう 

    

人工肛門 胃ろう 在宅中心静脈栄養 在宅成分栄養経管栄養法 

    

⑩利用料等の算定 

 

○：現在算定中 

△：今後算定予定 

×：困難 

いずれかを記入ください 

機能強化型訪問看護 
管理療養費１ 

機能強化型訪問看護 
管理療養費２ 

機能強化型訪問看護 
管理療養費３ 

緊急訪問看護加算 

    

訪問看護基本療養費２ 訪問看護基本療養費３ 訪問看護情報提供療養費３ 退院支援指導加算 

    

看護・介護職員連携強化加算 24 時間対応体制加算 難病等複数回訪問加算 訪問看護ターミナルケア療養費 

    

特別管理加算 複数名訪問看護加算 退院時共同指導加算 在宅患者緊急時等 
カンファレンス加算 

    

 
訪問看護事業所 

１／２ 



⑪看護職員数 常勤（    ）人   非常勤（    ）人   常勤換算人数（    ）人 

 
Ⅴ．研修の受講について 

以下の内容は「ちばがんなび」で公表しませんが、「がん診療連携協議会緩和医療専門部会」において公表します。 

Ｖ ⑫貴施設従業者の 

「緩和ケア研修会」受講状況

（H31.3.31 現在） 
＊「がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケ

ア研修会の開催指針について」に基づく研修会 

 

注）1 受講修了者がいない場合は、従業者数及

び受講修了者数を記載する必要はありません。 

注）２ 看護師以外の職種はすべて「その他」

に計上してください。また、准看護師は看護

師に計上してください。 

ア 受講あり：  

 従事者数 受講修了者数 

総数 常勤 非常勤 

看 護 師 人 人 人 人 

そ の 他     

 
イ 受講なし 

⑬貴施設看護師の 

「ELNEC-J＊コアカリキュラム 

看護師教育プログラム」受講状況 
（H31.3.31 現在） 
 
＊The End-of-Life Nursing Education 

consortium-Japan 

ア 受講あり：  

 従事者数 受講修了者数 

総数 常勤 非常勤 

看 護 師 人 人 人 人 

 

イ 受講なし 

ご協力ありがとうございました。 

 
 

２／２ 

がん患者の方と家族向け、一般の方向け、医療従事者向けに、がんに関する
知識や、県内の医療機関情報、研修などを紹介しています。 
現在掲載している訪問看護ステーションの情報は、 
ちばがんなび>がん患者の方とそのご家族へ>緩和ケア提供施設> 
緩和ケア提供施設を探す>「がん緩和ケア提供施設」で検索できます。 

千葉県がん情報「ちばがんなび」 


